
�

《
表
彰
の
秋
》

各
分
野
で
多
く
の
方
々
が
表
彰

《
表
彰
の
秋
》

各
分
野
で
多
く
の
方
々
が
表
彰

見
事
な
菊
に
栄
冠

穀
野
節
子
さ
ん
（
本
宮
菊
友
会
）

　
　

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

　
　
　

本
宮
菊
友
会
か
ら
３
年
連
続
の
受
賞

　

二
本
松
市
の
菊
人
形
会
場
で
開

催
さ
れ
た
今
年
の
福
島
県
菊
花
品

評
会
個
人
の
部
で
、
本
宮
菊
友
会

の
穀
野
節
子
さ
ん
（
字
栄
田
）
の

「
精
興
右
近
」
が
最
高
賞
と
な
る

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し

た
。
今
年
は
県
内
の
37
菊
花
愛
好

団
体
か
ら
約
３
７
０
鉢
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　

穀
野
さ
ん
は
２
年
前
に
も
同
賞

を
受
賞
。
昨
年
は
同
じ
菊
友
会
会

長
の
野
内
勝
典
さ
ん
が
受
賞
し
て

お
り
、
同
一
団
体
か
ら
３
年
連
続

の
受
賞
と
な
る
偉
業
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
団
体
の
部
で
も
、
本
宮

菊
友
会
は
最
高
賞
の
優
等
賞
を
獲

得
。
本
宮
菊
友
会
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
内
外
に
示
し
た
品
評
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

野
内
会
長
さ
ん
ら
本
宮
菊
友
会

の
皆
さ
ん
は
11
月
27
日
、
佐
藤
町

長
を
訪
ね
、
受
賞
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　

穀
野
さ
ん
は
「
毎
日
菊
を
み
る

こ
と
が
楽
し
み
で
、
生
き
が
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。
栄
田
に
住
ん
で

８
年
で
す
が
、
菊
づ
く
り
を
と
お

し
て
た
く
さ
ん
の
友
人
が
で
き
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
長
に
受
賞
の
報
告
を
す
る
穀
野
さ
ん
（
前
列
中
）

と
本
宮
菊
友
会
会
長
の
野
内
さ
ん
（
前
列
右
）。

後
列
は
菊
友
会
の
皆
さ
ん

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
穀
野
節

子
さ
ん
の
「
精
興
右
近
」

　

第
60
回
福
島
県
社
会
福
祉
大
会

は
10
月
24
日
、
い
わ
き
市
平
市
民

会
館
で
行
わ
れ
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
町
か
ら
は
、
民
生
・
児
童

委
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
貢
献

さ
れ
た
た
川
名
清
さ
ん
（
高
木
字

北
ノ
脇
）、
川
名
幸
子
さ
ん
（
字

北
山
ノ
神
）、
小
島
健
男
さ
ん
（
字

九
縄
）、
武
藤
カ
ツ
子
さ
ん
（
青

田
字
庄
内
）、
渡
辺
昭
七
さ
ん
（
青

田
字
花
掛
）
に
感
謝
状
が
、
社
会

福
祉
施
設
職
員
功
労
者
と
し
て
氏

家
佳
文
さ
ん
（
字
柳
ノ
内
）
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

11月１日町長に表彰の報告をする前列
右から川名（幸）さん、武藤さん、川名
清さん、後列左から渡辺さん、小島さん

社
会
福
祉
に
貢
献

　

民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
感
謝
状

　

国
民
健
康
保
険
関
係
者
功
績
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
式
は
10
月
27

日
、
東
京
都
千
代
田
区
中
央
合
同

庁
舎
で
行
わ
れ
、
松
坂
英
雄
さ
ん

（
字
下
町
）
が
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

松
坂
さ
ん
は
、
本
宮
町
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
薬
剤
師
代
表

委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
、
31
年
の

長
き
に
わ
た
り
、
国
民
健
康
保
険

事
業
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松坂英雄さん（字下町）

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
貢
献

　

松
坂
さ
ん
厚
生
労
働
大
臣
表
彰




